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一
般
社
団
法
人 

燃
料
電
池

開
発
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｉ
Ｃ
）
で
は
、「
第
32
回
燃
料
電

池
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、
会
場

参
加
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催

す
る
。「
燃
料
電
池
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
は
、
燃
料
電
池
・
水
素
分

野
の
研
究
成
果
発
表
と
情
報
交

換
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
燃
料
電
池
全
般
の
技
術
開

発
と
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
２

０
５
０
年
温
暖
化
排
出
ガ
ス
ゼ

ロ
を
目
指
し
、
２
会
場
に
お
い

て
行
政
の
取
組
み
、
海
外
動
向

（
欧
・
米
・
中
・
印
）
を
始
め
、

移
動
体
、
定
置
用
、
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ

触
媒
・
そ
の
他
部
材
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
要
素
技

術
、
水
素
関
係
の
取
組
み
等
、

多
岐
に
わ
た
っ
た
テ
ー
マ
で
講

演
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
年

は
10
月
ま
で
開
催
さ
れ
る
大
阪

万
博
に
関
す
る
講
演
も
行
わ
れ

る
。

　

国
内
外
の
燃
料
電
池
・
水
素

分
野
の
取
り
組
み
な
ど
多
く
の

機
関
か
ら
講
演
お
よ
び
ポ
ス
タ

ー
発
表
、
企
業
展
示
が
行
わ
れ

る
の
で
、
最
新
の
情
報
に
つ
い

て
触
れ
る
絶
好
の
場
と
な
る
。

参
加
費
な
ど
詳
細
は
下
記
Ｕ
Ｒ

Ｌ
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
照
の

こ
と
。

【
開
催
概
要
】

日
時
：
５
月
22
㈭
・
23
日
㈮　

９

時
30
分
～

参
加
方
法
：
会
場
参
加
ま
た
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加

会
場
：
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀（
都

営
新
宿
線 

船
堀
駅 

徒
歩
1

分
）

主
催
：（
一
社
）
燃
料
電
池
開
発

情
報
セ
ン
タ
ー

参
加
申
し
込
み
、
参
加
費
、
交

流
会
な
ど
詳
細
は
以
下
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
参
考

●
問
い
合
わ
せ

symposium0232@
fcdic.jp

●
申
し
込
み
専
用
サ
イ
ト

https://www.fcdic.jp/symp
osium/

国
内
政
策
、
海
外（
欧
・
米
・
中
・
印
）
の
状
況
、

大
阪
万
博
関
係
、
技
術
開
発
、
用
途
展
開
な
ど

幅
広
い
講
演
を
実
施

The32nd
FCDIC Fuel Cell Symposium

2 日間で燃料電池のすべてが分かる
第 32 回 燃料電池シンポジウム  

一般社団法人

燃料電池開発情報センター
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みなさまのニーズに即、
お応えできる材料商社

関東金誠株式会社
●取り扱い商品

非鉄金属／めっき材料／研磨材料
本　　　社　〒 123-0844 東京都足立区興野 1 丁目 14 番 19 号
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高崎営業所　〒 370-1207 群 馬 県 高 崎 市 綿 貫 町 7 4 6 番 地

0293）643（720XAF／5293）643（720☎

★NPIプレゼンテーションのご案内★
日時： 2025年6月5日 10:30～10:50
場所：東6ホール NPIプレゼンテーション会場D
発表者：総合技術研究部 泉野 研究員
タイトル : ガラスコア基板向け 高アスペクトスルーホールフィリング

硫酸銅めっき添加剤 トップルチナGCS

JPCA Show 2025  【7D-01】に出展

　JPCA2025（Japanan Print Circuits Associa
tion 2025）が 6 月 4 日から 6 日の 3 日間、東京
ビッグサイト東展示棟で開催される。同展は、電子
回路やプリント基板（PCB）に関する技術と情報を
共有するための大規模な国際会議・展示会。2025
マイクロエレクトロニクスショーや JISSO PROT
EC2025 他 6 つの展示会と同時開催され、電子デ
バイスの設計・製造に継続するエンジニアや研究
者、企業が集まり、新しい技術やトレンド、製品を
紹介する。
　同時に、電子回路基板、実装、関連装置、材料／
プロセス、自動運転向け高速伝送技術、EV 向け大
電流技術、アドバンスドパッケージング技術、パワ
ー半導体・ガラス基板向け材料／プロセス技術、気
候変動対策に寄与する低エミッション技術、E-Tex
tile/Wearable 技術、等最先端のアプリケーショ
ンに関する企画を多数開催される。
　JPCA2025 は、日本だけでなく世界中の参加者
を迎え、電子工学・製造業界の最先端を感じられる
重要なイベントとなっている。また、最新の研究発
表や展示、技術セミナー、ワークショップも開催さ
れ、参加者同士の交流やビジネスマッチングの場と
もなる。
　来場には、事前登録が必要。登録することで入場
料が無料となる。以下のサイトを参照のこと。

https://www.jpcashow.com/show2025/

奥
野
製
薬
工
業
㈱

　

奥
野
製
薬
工
業
㈱
は
、
６
月

４
日
～
６
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
る「
第
54 

回 

国
際
電
子
回
路
産
業
展 

Ｊ
Ｐ

Ｃ
Ａ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ 

２
０
２
５
」

に
出
展
す
る
。
次
世
代
パ
ッ
ケ

ー
ジ
基
板
と
し
て
期
待
さ
れ
る

ガ
ラ
ス
へ
の
め
っ
き
プ
ロ
セ
ス

を
は
じ
め
、
半
導
体
ウ
エ
ハ
、

半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
基
板
、
パ

ワ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
向
け
の
最
新

表
面
処
理
薬
品
と
プ
ロ
セ
ス
技

術
を
展
示
す
る
。

　

同
社
の
ブ
ー
ス
位
置
は
東
7 

ホ
ー
ル
の
【
7D-

01
】、出
展
展

示
は
下
記
の
通
り
。

ガ
ラ
ス
基
板
向
け
め
っ
き
技
術

・
ガ
ラ
ス
へ
の
高
密
着
め
っ
き

プ
ロ
セ
ス

・
ガ
ラ
ス
コ
ア
基
板
向
け
ス
ル

ー
ホ
ー
ル
フ
ィ
リ
ン
グ
用
硫
酸

銅
め
っ
き
添
加
剤

半
導
体
ウ
エ
ハ
、
パ
ワ
ー
モ
ジ

ュ
ー
ル
向
け
め
っ
き
技
術

・
ウ
エ
ハ
上
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
電

極
用
Ｕ
Ｂ
Ｍ
形
成

・
ウ
エ
ハ
向
け 

Ｕ
Ｂ
Ｍ
形
成
用

無
電
解
め
っ
き
装
置

・
シ
リ
コ
ン
イ
ン
タ
ー
ポ
ー
ザ

向
け
高
ア
ス
ペ
ク
ト
フ
ィ
リ
ン

グ
対
応
硫
酸
銅
め
っ
き
添
加
剤

・
マ
イ
ク
ロ
バ
ン
プ
・
ト
レ
ン

チ
フ
ィ
リ
ン
グ
用
硫
酸
銅
め
っ

き
添
加
剤

・FO-PLP/W
LP 

対
応
、
高

電
流
密
度
対
応
銅
ピ
ラ
ー
硫
酸

銅
め
っ
き
添
加
剤

・
超
微
細
配
線
対
応
硫
酸
銅
め

っ
き
添
加
剤

・
銅-

銅
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ボ
ン

デ
ィ
ン
グ
用
硫
酸
銅
め
っ
き
添

加
剤

・
パ
ワ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
向
け
絶

縁
回
路
基
板
用
無
電
解
め
っ
き

プ
ロ
セ
ス

半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
基
板
向
け

め
っ
き
技
術

・W
eak-M

icro-Via 

を
解
決

す
る
高
接
続
信
頼
性 

無
電
解

銅
め
っ
き
プ
ロ
セ
ス

・
高
電
流
密
度
、
フ
ァ
イ
ン
パ

タ
ー
ン
対
応
ビ
ア
フ
ィ
リ
ン
グ

硫
酸
銅
め
っ
き
添
加
剤

・
大
口
径
ビ
ア
対
応
硫
酸
銅
め

っ
き
添
加
剤

プ
リ
ン
ト
基
板
向
け
最
新
表
面

処
理

・
フ
ァ
イ
ン
パ
タ
ー
ン
対
応
高

接
合
信
頼
性 

無
電
解
ニ
ッ
ケ

ル
／
金
め
っ
き
プ
ロ
セ
ス

・
封
止
樹
脂
と
の
高
い
密
着
性

を
実
現
す
る
高
信
頼
性
粒
状
銅

め
っ
き
皮
膜

・
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
ス
ル
ー
ホ

ー
ル
用
硫
酸
銅
め
っ
き
添
加
剤

・
電
子
デ
バ
イ
ス
用
ガ
ラ
ス
製

品プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

日
時
：  

６
月
５
日 

10
時
30
分

～
10
時
50
分

場
所
：
東
６
ホ
ー
ル 

Ｎ
Ｐ
Ｉ 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
会
場 

Ｄタ
イ
ト
ル : 

ガ
ラ
ス
コ
ア
基
板

向
け 

高
ア
ス
ペ
ク
ト
ス
ル
ー

ホ
ー
ル
フ
ィ
リ
ン
グ

硫
酸
銅
め
っ
き
添
加
剤 

ト
ッ

プ
ル
チ
ナ
Ｇ
Ｃ
Ｓ

清
川
メ
ッ
キ
工
業
㈱

　

電
子
部
品
、
半
導
体
、
医
療

部
品
、
ロ
ボ
ッ
ト
／
エ
ネ
ル
ギ

ー
部
品
な
ど
、
各
部
品
の
パ
ー

ツ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
の

が
「
め
っ
き
」
技
術
。
同
社
は
、

創
業
時
か
ら
培
っ
た
め
っ
き
技

術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
業

界
ト
ッ
プ
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
を
取
得
。
環
境
に
配
慮
し
た

め
っ
き
処
理
技
術
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
導
電
性
微
粒
子
の

製
造
方
法
開
発
に
お
い
て
は
、

文
部
科
学
大
臣
表
彰 

科
学
技

術
賞
を
受
賞
。
そ
の
他
多
数
の

受
賞
歴
が
あ
り
、
同
社
の
技
術

力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

同
社
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
業
界
に

先
駆
け
て
取
得
。
２
０
１
４
年

度
に
は
第
５
回
「
日
本
で
い
ち

ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」
大

賞
に
お
い
て
、
中
小
企
業
庁
長

官
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
他
社
に
な
い
め
っ
き
技
術

で
、
最
先
端
製
品
を
お
客
様
と

共
に
開
発
し
、
社
会
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。

同
社
技
術
が
使
わ
れ
て
い
る
一

部
を
次
の
と
お
り
紹
介
す
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

微
小
部
品
や
粉
体
へ
の
め
っ
き

技
術

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

む
け
大
手
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー

に
採
用

　

創
業
以
来
40
年
以
上
培
っ
て

き
た
バ
レ
ル
め
っ
き
技
術
に
よ

っ
て
、
微
小
な
電
子
部
品
に
均

一
に
め
っ
き
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
近
年
で
は
電
子
部
品

サ
イ
ズ
も
０
・
２
㎜
程
度
と
、

非
常
に
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、

同
社
の
技
術
は
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
る
。
更
に
小
さ

い
製
品
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
不

可
能
と
言
わ
れ
た
「
数
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
（
1
マ
イ
ク
ロ
メ

ー
ト
ル
は
、
１
０
０
０
ナ
ノ
メ

ー
ト
ル
）
粉
体
」
の
表
面
に
も

め
っ
き
処
理
が
で
き
る
点
に
特

徴
が
あ
る
。

自
動
車

ナ
ノ
単
位
（
１
０
０
万
分
の
1

ミ
リ
レ
ベ
ル
）
の
め
っ
き
技
術

自
由
な
る
創
意
の
結
果
が
、
大
い
な
る
未
来
を
拓
く

未
来
を
見
据
え
た

様
々
な
表
面
処
理
技
術
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

小間
№［
7D-

01
］

小間
№［
7H-

02
］
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電
子
部
品
／
半
導
体
部
品
の

小
型
化
、
軽
量
化
、
省
電
力
化

に
貢
献
す
る
「
ナ
ノ
め
っ
き
技

術
」

「
ナ
ノ
め
っ
き
技
術
」
に
よ
り
、

数
十
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
（
1
ナ
ノ

メ
ー
ト
ル
は
、
１
０
０
万
分
の

1
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
の
厚
さ
で

め
っ
き
処
理
が
可
能
。
接
合
面

積
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
自
動
車
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
電
子
機
器
の
小
型
・

軽
量
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。
ま
た
、
原
料
の
削
減
や
省

エ
ネ
化
に
も
繋
が
る
事
か
ら
、

同
技
術
は
、
今
後
の
ナ
ノ
レ
ベ

ル
の
接
合
め
っ
き
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
支
え
る
技
術
と
し
て
、

様
々
な
分
野
で
応
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

自
動
車

半
導
体
／
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
セ
ン
サ
ー

デ
バ
イ
ス
へ
の
め
っ
き
技
術

パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
へ
の
無
電
解

ニ
ッ
ケ
ル
／
金
め
っ
き

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
デ
バ
イ
ス　

貫
通
孔

へ
の
銅
め
っ
き

　

電
池
自
動
車
の
普
及
を
後
押

し
。
自
動
運
転
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど

セ
ン
サ
ー
デ
バ
イ
ス
に
も
対
応

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動

車
で
使
用
さ
れ
て
い
る
パ
ワ
ー

デ
バ
イ
ス
へ
の
め
っ
き
加
工
に

お
い
て
、
裏
面
に
は
め
っ
き
析

出
さ
せ
ず
、必
要
な
箇
所
へ 

部

分
め
っ
き
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
高
温
耐
性
に
も
優
れ
た
め

っ
き
膜
の
形
成
が
可
能
。
国
内

車
載
メ
ー
カ
ー
や
デ
バ
イ
ス
メ

ー
カ
ー
か
ら
多
数
の
加
工
依
頼

が
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
セ
ン
サ
ー

デ
バ
イ
ス
に
お
い
て
も
、
高
ア

ス
ペ
ク
ト
の
め
っ
き
配
線
形
成

や
Φ
50
㎛
程
度
の
貫
通
孔
へ
銅

め
っ
き
の
埋
め
込
み
が
可
能
。

医
療

医
療
機
器
部
品
へ
の
撥
水
め
っ

き
技
術

難
素
材
チ
タ
ン
へ
の
金
・
白
金

め
っ
き

バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
金
型
と
電
鋳

に
て
製
作

生
体
適
合　

撥
水
複
合
め
っ
き

医
療
業
界
へ
の
参
入
を
果
た

し
、
医
療
機
器
の
進
歩
に
貢
献

撥
水
め
っ
き
技
術
と
は
、Ni-

Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
複
合
め
っ
き
と
呼
ば

れ
、
Ni
め
っ
き
膜
に
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ

微
粒
子
を
共
析
さ
せ
て
い
る
。

水
を
弾
く
機
能
を
持
っ
た
め
っ

き
膜
形
成
技
術
で
あ
る
た
め
、

同
技
術
を
医
療
機
器
に
用
い
る

こ
と
で
、血
液
が
付
き
に
く
く
、

血
液
が
付
着
し
て
も
す
ぐ
拭
き

取
れ
る
医
療
機
器
の
提
供
を
サ

ポ
ー
ト
。
医
療
現
場
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

バイオセンサー金型と電鋳にて製作

生体適合　撥水複合めっき

MEMS デバイス　貫通孔への銅めっき ナノめっき技術

パワーデバイスへの無電解ニッケル／金
めっき

難素材チタンへの金・白金めっき

　

㈱
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
イ
ン
ス

ト
ル
メ
ン
ツ
（
埼
⽟
県
草
加
市

神
明
１
の
９
の
16
／
安
田
光
春

社
長
／
０
４
８
・
９
２
９
・
３

４
５
１
）
は
、Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ 

Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ
２
０
２
５
に
新
型
の
蛍
光

Ｘ
線
式
膜
厚
測
定
器
「FISCH

E
RSC

O
P

E
 X

-RA
Y

 X
D

V
-µ

」
を
展
示
す
る
。
新
た
に
開

発
し
た
デ
ジ
タ
ル
パ
ル
ス
プ
ロ

搭
載
し
て
お
り
、
非
常
に
小
さ

な
測
定
ス
ポ
ッ
ト
の
測
定
に
お

い
て
、
大
き
な
励
起
強
度
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
極
め
て
要

求
の
高
い
プ
リ
ン
ト
回
路
基

板
、
コ
ン
タ
ク
ト
ピ
ン
、
リ
ー

ド
フ
レ
ー
ム
な
ど
非
常
に
小
さ

く
平
ら
な
部
品
や
構
造
部
分
の

測
定
に
も
最
適
だ
。
こ
の
他
、

測
定
サ
ン
プ
ル
と
の
距
離
が
約

12
㎜
ほ
ど
あ
り
段
差
の
あ
る
実

装
さ
れ
た
基
板
に
特
に
有
効
な

ポ
リ
キ
ャ
ピ
ラ
リ
ー
レ
ン
ズ
か

つ
ロ
ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
タ
イ

プ
の
「XDV-µ LD

」
と
、
大

き
な
検
出
窓
で
高
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
解
能
を
持
つ
シ
リ
コ
ン
ド

リ
フ
ト
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
（
Ｓ
Ｄ

Ｄ
）
を
検
出
器
に
採
用
し
、
大

口
径
の
コ
リ
メ
ー
タ
ー
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
非
常
に
大
き

な
カ
ウ
ン
ト
数
が
得
ら
れ
る
こ

と
か
ら
優
れ
た
再
現
性
と
非
常

に
低
い
検
出
限
界
が
実
現
可
能

な
「XDV-SDD

」
の
2
機
種

に
も
「
Ｄ
Ｐ
Ｐ
＋
」
が
新
た
に

搭
載
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
新
製
品
の
ハ
ン
デ

ィ
ー
型
膜
厚
計
「
Ｄ
Ｍ
Ｐ
シ
リ

ー
ズ
」を
展
示
す
る
。
電
磁
式
、

渦
電
流
式
な
ら
び
に
両
方
式
搭

プ
リ
ン
ト
基
板
産
業
な
ど
幅
広

い
分
野
に
適
用
。
今
回
の
Ｊ
Ｐ

Ｃ
Ａ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ 

２
０
２
５
に

出
展
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｐ
製
品
の
一
部

を
次
に
に
紹
介
す
る
。

■
電
磁
式
／
渦
電
流
式
小
型
膜

厚
測
定
器 

「
Ｄ
Ｍ
Ｐ
シ
リ
ー

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
ツ

XDV- μ ® Facelift-scr

セ
ッ
サ
ー
「
Ｄ

Ｐ
Ｐ
＋
」
を
搭

載
し
、
最
大
50

％
性
能
向
上

し
、
測
定
時
間

の
短
縮
に
貢

献
。同
製
品
は
、

ド
イ
ツ
本
社
で

開
発
・
製
造
す

る
革
新
的
な
ポ

リ
キ
ャ
ピ
ラ
リ

Ｘ
線
光
学
系
を

載
の
デ
ュ
ア
ル
式

の
ベ
ー
シ
ッ
ク
モ

デ
ル
と
上
位
機
種

の
コ
ン
フ
ォ
ー
ト

モ
デ
ル
を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
し
た
ハ
ン

デ
ィ
タ
イ
プ
の
膜

厚
測
定
器
。
ア
ル

ミ
製
の
筐
体
で
頑

丈
か
つ
高
精
度
・

高
機
能
な
測
定
器

で
あ
り
、
種
類
豊

富
な
プ
ロ
ー
ブ
が

使
用
可
能
な
た

め
、
電
子
部
品
・

【
４
面
に
続
く
】

⾼
品
質
・
⾼
精
度
な

測
定
機
器
を
提
供
す
る
専
⾨
メ
ー
カ
ー

小間
№［
4I-

12
］
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耐酸石英ヒーター　
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（型式：Ｄタイプ）

ズ
」

新
型
の
膜
厚
計
Ｄ
Ｍ
Ｐ
シ
リ
ー

ズ
は
、
高
機
能
型
の
ハ
ン
デ
ィ

タ
イ
プ
の
膜
厚
計
。
日
々
の
品

質
管
理
や
現
場
で
の
測
定
に
お

い
て
使
い
や
す
く
、
頑
丈
で
、

測
定
結
果
も
読
み
取
り
や
す

く
、
デ
ー
タ
転
送
も
簡
単
で
便

利
な
高
性
能
な
膜
厚
計
だ
。

こ
の
膜
厚
計
は
、
ア
ル
ミ
製
の

筐
体
と
強
化
ガ
ラ
ス
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
を
搭
載
し
た
頑
丈
設
計
、

人
間
工
学
に
基
づ
い
た
ワ
ン
ハ

ン
ド
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
大
容

量
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ

リ
ー
を
搭
載
し
て
い
る
。

■
特
長　

●
バ
ッ
チ
最
大
２
５

０
０
件
、
測
定
値
２
５
０
０
０

０
件
保
存
可
能　

●
上
下
限
値

範
囲
設
定
し
音
・
光
・
振
動
に

よ
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
通
知
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
（
※
振

動
は
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
モ
デ
ル
の

み
）　

●
統
計
評
価
表
示
：
測
定

回
数
、
測
定
値
、
最
大
値
、
最

小
値
、
平
均
値
、
標
準
偏
差
な

ど
多
数　

●
大
容
量
の
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載

し
、
24
時
間
以
上
測
定
可
能
で

交
換
可
能　

●
Ｕ
Ｓ
Ｂ
お
よ
び

Bluetooth

に
よ
り
デ
ー
タ
転

送
が
可
能
（
※Bluetooth

は

コ
ン
フ
ォ
ー
ト
モ
デ
ル
の
み
）　

●
数
多
く
の
高
精
度
な
デ
ジ
タ

ル
プ
ロ
ー
ブ
に
接
続
可
能
。
従

来
型
の
Ｆ
Ｍ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
の
プ

ロ
ー
ブ
も
Ｆ
プ
ロ
ー
ブ
ア
ダ
プ

タ
ー
を
装
着
す
る
こ
と
で
利
用

可
能　

●
新
た
に
開
発
し
た
ソ

フ
ト
ウ
ェ
アTactile Suite

を
使
え
ば
、
デ
ー
タ
転
送
、
Ｐ

Ｃ
と
接
続
し
て
測
定
結
果
を
ラ

イ
ブ
表
示
、
測
定
統
計
評
価
、

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
へ
の
デ
ー
タ
転
送

が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
快
適
。
接

続
し
た
膜
厚
計
も
自
動
認
識
。

測
定
方
式
に
よ
っ
て
モ
デ
ル
が

分
か
れ
て
お
り
、
電
磁
式
の

DELTASCOPE

（
デ
ル
タ
ス

コ
ー
プ
）、
渦
電
流
式
のISOS

COPE

（
イ
ソ
ス
コ
ー
プ
）、 

両

方
式
を
備
え
たDU

ALSCO
PE

（
デ
ュ
ア
ル
ス
コ
ー
プ
） 

が

あ
る
。

【
３
面
の
続
き
】

  

人
と
地
球
に
や
さ
し
い
作
業

環
境
と
設
備
を
提
唱
し
て
い
る

駒
沢
工
業
株
式
会
社
は
表
面
処

理
設
備
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業

よ
り
一
貫
し
て
、「
自
然
を
利
用

し
た
技
術
」　
「
地
域
環
境
に
や

さ
し
い
技
術
」　
「
人
に
や
さ
し

い
技
術
」　
「
人
に
や
さ
し
い
作

業
環
境
と
設
備
」、真
の
技
術
と

新
し
い
環
を
考
査
し
た
技
術
の

調
和
を
基
本
と
し
て
、
技
術
は

自
然
発
想
か
ら
生
ま
れ
る
を
社

是
と
し
て
日
々
研
鑽
を
重
ね
、

よ
り
よ
い
着
想
で
、
よ
り
秀
れ

た
機
器
を
開
発
し
、
デ
セ
プ
シ

ョ
ン
の
な
い
真
の
技
術
を
表
面

処
理
業
界
に
提
供
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
風
力
式
低
温
水
切

り
乾
燥
機
、各
種
乾
燥
機
装
置
、  

Ｐ
＆
Ｆ
‐
Ｊ
Ａ
Ｃ
精
密
洗
浄
乾

燥
設
備
、 

Ｋ
Ｍ
式
排
ガ
ス
処
理

装
置
、
ク
ロ
ー
ム
（
酸
・
ア
ル

カ
リ
）
ミ
ス
ト
排
気
、
処
理
装

置
、
脱
脂
洗
浄
機
、
Ｋ
‐
Ｒ
多

目
的
メ
ッ
キ
実
験
装
置
、
Ｋ
Ｐ

型
堅
形
耐
食
ポ
ン
プ 

等
の
主

駒
沢
工
業
株
式
会
社

人
と
地
球
に
や
さ
し
い

作
業
環
境
と
設
備
を
提
唱

企業紹介

活性炭吸着脱臭装置

風力式低温水切り乾燥機

ク
ロ
ム
酸
ミ
ス
ト
処
理
装
置

プ
リ
ン
ト
基
板
メ
ッ
キ
ラ
イ
ン

局
所
排
気
装
置

要
製
品
の
他
に
、メ
ッ
キ
設
備
、

ア
ル
マ
イ
ト
設
備
、
純
水
・
超

純
水
供
給
設
備
、
塗
装
設
備
、

局
所
排
気
設
備
（
労
働
安
全
衛

生
法
に
基
づ
く
）、排
ガ
ス
処
理

設
備
、
脱
臭
装
置
活
性
炭
吸
着

脱
臭
設
備
な
ど
の
設
備
部
門
、

鋼
材
加
工
品
、
ス
テ
ン
レ
ス
加

工
品
、
Ｐ
Ｖ
Ｃ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

加
工
品
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
加
工
品
、
非

鉄
金
属
加
工
品
、
耐
食
金
属

（Ti）

等
の
加
工
品
な
ど
の
製
作
加
工

部
門
、
プ
ラ
ン
ト
配
管
工
事
、

鋼
管
、
ス
テ
ン
レ
ス
管
、
塩
ビ

管
、
テ
フ
ロ
ン
、
チ
タ
ン
、
ガ

ラ
ス
管
等
プ
ラ
ン
ト
ダ
ク
ト
工

事
、
塩
ビ
タ
ク
ト
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
、

鋼
管
、
ス
テ
ン
レ
ス
、
各
ス
パ

イ
ラ
ル
ダ
ク
ト
管
プ
ラ
ン
ト
関

連
工
事
全
般
を
行
う
工
事
部

門
、
装
置
・
設
備
各
種
ポ
ン
プ
、

送
風
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
同

社
が
過
去
に
納
入
し
た
設
備
、

装
置
の
プ
ラ
ン
ト
類
を
顧
客
間

に
年
間
契
約
の
上
定
期
保
守
整

備
工
事
を
施
し
顧
客
の
生
産
活

動
を
守
る
こ
と
も
重
大
業
務
の

一
つ
）
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門

か
ら
な
っ
て
い
る
。

近
年
労
働
環
境
や
、
環
境
整
備

が
叫
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
社
は
『
局
所
排
気
等
労
働
衛

生
工
学
研
究
会
』
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
適
切
な
局
所
排
気
装
置

の
設
計
施
工
に
勤
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
社
の
30
年
以
上
に

わ
た
る
豊
富
な
経
験
と
技
術
を

礎
に
人
体
や
環
境
に
有
害
な
ガ

ス
・
蒸
気
、
不
快
な
悪
臭
な
ど

を
効
率
良
く
、
か
つ
確
実
に
処

理
し
て
大
気
に
放
出
す
る
た
め

に
は
信
頼
性
が
高
く
、
か
つ
過

不
足
の
な
い
適
正
な
設
計
・
計

算
が
な
さ
れ
た
各
種
排
ガ
ス
処

理
装
置
の
設
計
・
製
作
・
施
工

を
行
っ
て
い
る
。

●
駒
沢
工
業
株
式
会
社

 

☎
03
・
５
７
３
５
・
１
１
３
１

東
京
都
大
田
区
本
羽
田
２
の
12

の
１

テ
ク
ノ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
５
０
６
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リサイクル事業部
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１
９
７
２
年
に
亜
鉛
め
っ
き

の
薬
品
開
発
メ
ー
カ
ー
と
し
て

創
業
、
２
０
２
２
年
に
創
業
50

周
年
を
迎
え
た
㈱
タ
イ
ホ
ー

（
埼
⽟
県
川
口
市
・
山
口
伸
一
郎

社
長
）
は
、「
創
業
以
来
一
貫
し

て
取
引
先
の
金
属
表
面
処
理
に

か
か
わ
る
問
題
・
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
で
、
信
頼
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
お

り
、
主
力
製
品
と
し
て
い
る
亜

鉛
め
っ
き
薬
品
で
は
、
前
処
理

か
ら
後
処
理
、
排
水
処
理
薬
品

に
至
る
ま
で
の
フ
ル
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
薬
品
に
加
え
、
表
面
処
理

関
連
の
設
備
・
機
材
も
取
り
扱

い
、「
薬
品
・
機
材
総
合
ノ
ウ
ハ

ウ
」
に
よ
り
亜
鉛
め
っ
き
業
者

の
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
解
決
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
ま
た
「
現
場
と
環

境
に
や
さ
し
い
商
品
づ
く
り
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
重
視
し
、
お

客
様
の
潜
在
的
・
将
来
的
な
ニ

ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る
体
制
を

つ
く
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を

株
式
会
社
タ
イ
ホ
ー

化
学
の
チ
カ
ラ
で
、

金
属
表
面
処
理
の
課
題
を
解
決

企業紹介

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

委
託
製
造
事
業
に
お
い
て
は

40
年
以
上
の
無
機
化
合
物
を
中

心
と
し
た
化
学
製
品
の
取
り
扱

い
実
績
が
あ
り
、
充
実
し
た
化

学
に
関
す
る
知
識
・
経
験
と
Ｉ

Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
工
場
に
よ

る
品
質
管
理
・
検
査
体
制
で
、

お
客
様
の
要
望
に
応
え
る
体
制

を
作
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
化
学
業
界
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
従
来
か
ら
の

環
境
負
荷
物
質
の
削
減
加
え
、

近
年
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
地
球
温
暖

化
対
策
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
等
の
観
点
か
ら
の
対
応
に

も
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
時
代
は

大
き
く
そ
し
て
急
速
に
変
化
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
場

や
技
術
の
変
化
に
対
応
し
て
最

適
な
提
案
で
お
客
様
と
信
頼
関

係
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
我
々

の
姿
勢
に
変
化
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
客
様
及
び
業

界
の
抱
え
る
問
題
に
取
り
組
み

日
本
、
世
界
の
産
業
界
の
発
展

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
て
い
る
。

　

Ｓ
ｕ
ｒ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
２
０
２
５

で
は
、
新
製
品
の
『
チ
タ
ン
向

け
化
学
研
磨
剤
』『
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
素
材
向
け
亜
鉛
置
換

剤
』
を
メ
イ
ン
に
、『
ス
テ
ン
レ

ス
黒
染
剤
』『
鉄
鋼
用
黒
染
剤
』

『
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
向
け
化
学
研

磨
剤
』
な
ど
亜
鉛
め
っ
き
で
利

用
さ
れ
る
薬
剤
以
外
の
製
品
を

中
心
に
紹
介
し
た
ほ
か
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
用
化
学
梨
地
剤 

Ａ
Ｌ

－

２

や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
合
金
用
化
学
研
磨
液
添
加

剤 

Ａ
Ｌ

－

４
、鉄
鋼
用
黒
染
剤 

Ｆ
Ｅ
９
５
０
０
な
ど
を
展
示
し

た
。
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2024年の
半導体材料世界市場は675億ドルを記録

　SEMI（本部：米国カリフォルニア州ミルピタス）は、4 月 28 日（米国
時間）、最新の半導体材料市場レポート（MMDS）において、2024 年の
半導体材料世界市場が、前年比 3.8％増となる 675 億ドルであったことを
発表した。半導体市場全体の回復に加え、ハイパフォーマンスコンピュー
ティングや高帯域幅メモリ製造向けの先進材料の需要が増加したことが、
2024 年における材料市場の成長を支えた。　2024 年のウェーハプロセ
ス材料の売上高は前年比 3.3% 増の 429 億ドルに達し、またパッケージン
グ材料の売上高は前年比 4.7% 増の 246 億ドルを記録しました。CMP、フ
ォトレジスト、フォトレジスト関連材料の分野は、高度な DRAM や 3D 
NAND フラッシュ、最先端ロジック IC の製造プロセスの複雑化とステッ
プ数の増加により、二桁の力強い成長を記録した。シリコンウェーハとSOI
ウェーハを除くすべての半導体材料分野が前年比増となった。シリコンウ
ェーハの需要は、特に成熟分野において業界の在庫調整が継続したため、
2024 年は 7.1% の減少となった。

　地域別では、201 億ドルを売り上げた台湾が、15 年連続で世界最大消
費地域となった。中国は前年比プラス成長を継続し 135 億ドルの売上で 2
位を維持し、韓国は 105 億ドルを消費して 3 位になった。日本を除くす
べての地域が 2024 年に一桁台の成長を記録した。
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メッキ液・エッチング液の薬液濃度計
検出器／変換器一体型
　銅濃度／ニッケル濃度計

検出器／変換器分離型
　銅濃度／ニッケル濃度計

プロセス用！！
　電磁誘導式　液体濃度計

プローブ型！
　硫酸銅／ニッケル濃度計

CU-800／Ni-800 CU-502／Ni-502 EMC-502 CU-5Z／Ni-5Z

Ni-800
高濃度：0.0～200.0 g/ℓ (Ni)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Ni)

Cu-800
高濃度：0.0～80.0 g/ℓ (Cu)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Cu)

工業用　５０２シリーズ
　硫酸銅モニター
　ニッケルモニター
　ｐＨモニター
　ＯＲＰモニター
　フッ素イオンモニター
　電磁濃度計

CU-502
Ni-502
PC-502
OC-502
KF-502
EMC-502

プローブ型　５Ｚシリーズ
〇銅濃度計　CU-5Z
　銅濃度を0.0～76.0g/ℓの範囲で測定

〇ニッケル濃度計　Ni-5Z
　ニッケル濃度を0.0～199.9g/ℓの範囲で測定

〇銅・ニッケル濃度計　CUNi-5Z
　一台で銅とニッケル濃度を測定

簡単取付
簡単操作
高機能

電気的無接触型で
高濃度薬液濃度測定

測定方式

測定対象

測定範囲
測定単位

電磁誘導式センサー

塩酸、硫酸、硝酸、その他

サンプルにより異なります。
（応相談）

本　　社／〒174-0065　東京都板橋区若木1-2-20　　　　　　TEL 03-3935-7511　FAX 03-3550-5784
埼玉工場／〒350-0434　埼玉県入間郡毛呂山町市場986 -1　　TEL 049-298-3031　FAX 049-298-3181

表面処理業界の総合プランナー

めっきのことなら何でもお任せ下さい！

〒144-0051  東京都大田区西蒲田 7 丁目 57 番 11 号
本 社　TEL 03-3733-7131　FAX 03-3739-0321
湘 南　TEL 0466-34-1711　FAX 0466-34-0581
横 浜　TEL 045-461-6088　FAX 045-461-6077

www.sanmatu.co.jp

　

１
８
８
５
年
創
業
の
老
舗
鞄

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
兵
庫
県
豊

岡
市
に
本
社
を
構
え
る
㈱
服
部

（
服
部
清
隆
社
長
）
は
、皮
革
や

織
物
を
活
用
し
た
バ
ッ
グ
や
革

小
物
の
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
、

長
年
培
わ
れ
た
職
人
技
と
最
新

技
術
を
融
合
さ
せ
た
高
品
質
な

製
品
を
提
供
。
Ｏ
Ｅ
Ｍ
・
Ｏ
Ｄ

Ｍ
に
も
対
応
し
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
鞄
製
造
の
技
術

を
活
か
し
、
新
た
な
分
野
へ
の

挑
戦
を
進
め
て
お
り
、
２
０
２

０
年
よ
り
医
療
・
衛
生
用
品
の

製
造
を
開
始
し
、
医
療
用
ガ
ウ

ン
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
開

発
。
全
国
の
医
療
・
介
護
施
設

で
採
用
さ
れ
、
社
会
貢
献
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
環
境
負
荷
の
低
減
に

取
り
組
み
、
余
剰
生
地
や
皮
革

を
活
用
し
た
小
物
製
品
を
展
開

し
、
持
続
可
能
な
も
の
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
新
市
場
の
開
拓
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
高
品

質
な
ボ
ト
ル
ケ
ー
ス
の
製
造
・

販
売
を
開
始
。
鞄
製
造
技
術
を

応
用
し
た
ス
パ
イ
ラ
ル
フ
ァ
ス

ナ
ー
機
構
を
採
用
し
、
利
便
性

と
デ
ザ
イ
ン
性
を
両
立
。抗
菌
・

抗
ウ
イ
ル
ス
機
能
を
備
え
た
モ

デ
ル
も
開
発
し
、
安
全
性
を
向

上
さ
せ
た
。

　

加
え
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
ケ
ー

ス
や
計
測
機
器
ケ
ー
ス
な
ど
の

新
分
野
に
も
挑
戦
。
現
代
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
機

能
性
を
追
求
し
、
耐
久
性
に
優

れ
た
素
材
を
活
用
し
た
製
品
を

展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
製

品
は
、
職
人
の
技
術
を
活
か
し

な
が
ら
も
最
新
の
デ
ザ
イ
ン
を

取
り
入
れ
、
多
様
化
す
る
市
場

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

東
京
都
台
東
区
に
直
営
店
・

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
構
え
、
公
式

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
全
国
へ
製
品
を
提
供
。
㈱
服

部
は
、
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も

新
た
な
市
場
を
開
拓
し
、
唯
一

無
二
の
価
値
を
創
造
し
続
け
て

い
る
。

●
㈱
服
部
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– 伝統と革新で新たな市場を切り拓く –
㈱服部

ボ
ト
ル
ケ
ー
ス

タ
ブ
レ
ッ
ト
ケ
ー
ス

マスクケース 特殊車両の防護用カバー

オールレザーの将棋セット 牛革貼りの花札


